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(論文内容の要旨)

本論文では,英文契約書の構造文書化と条文の統語解析に関して,次の項目につい

て述べている. (1)構造文書化に必要な専門用語などの辞書類の作成. (2)電子化におけ

る索引語の作成ならびに情報検索の支援を目的とした, (a)語の基本形, (b)条項の内

容を表すための重要語, (c)語の類似度計算とｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞ･ (3)契約書の構造文書化
に必要な条文の解析方法.個々の内容は次のようである.

(1)英文契約書の文例集および実例から,品詞辞書,用語辞書,連結語句ﾊﾟﾀ-ﾝな
どを作成している.

(2)これを基にして,次の概念を走義し,契約文例からそれらを抽出している･

(a) ｢語の基本形｣は,村象とする語から語形を変化させる屈折接辞を取り除いた
｢語幹｣から更に語の品詞を変える派生接辞を取り除いたものである.｢語の基本形｣を

求めるために97種類の接尾辞から品詞を変える接尾辞85種類を抽出して,語形を変

換させる262種類の規則を作成している.それによって, (1)で作成した用語辞書に含
まれる5,804種の語を2,854種の基本形にまとめている.

(b)契約文書では条項ごとに内容がまとめられているという特徴に着目して,索引語
を抽出する際に便われるTF.IDF法を応用して,技術取引に関する契約書式集から, 34

条項を村象に,重要語を求めている.それを用いて,異なる文例において条項名の推定

を行い,書式集から抽出したﾃｽﾄﾃﾞ-ﾀで79%の正しさで条項名の推走ができ,か

つ｢語の基本形｣を導入することで,平均85%の正解を得ることを確認している.

(c)類義語は文書の解析や情報検索を行う際に重要なﾃﾞ-ﾀとなる.そのため,類
義語辞書を作成する際の作業量を減らすように,関連度を用いた類似度計算の提案を

行っている.｢関連度｣とは語句間の係り受けの強さを表す尺度で,条文を解析する際,

妥当な係り受けを決走するために提案したものである.次に,(名詞,動詞), (動詞,名

詞), (形容詞,名詞), (前置詞,名詞)の2つ組の各々の関連度を用いて名詞間の類似
度を求めて,ﾌｱｼﾞｲ同値関係から,名詞の仝体集合を同値類に分類している.用語辞

書の894種の名詞について, 283種の名詞からなる99個の同値類を求め,意味を確認

して84種の名詞からなる34個の類義ｸﾗｽを求めている.

(3)長文で複雑な契約書の条文を完仝に統語解析することは困難である.本研究で
は,条文から統語構造を抽出する手法を提案して,実装した結呆を述べている.ここで

｢統語構造の抽出｣とは, -つの解析木を求める統語解析とは異なり, (1)修飾一被修飾

関係,および(2)主部･述部を独立に抽出することである.本手法の特徴は,動詞を中
心とするﾊﾟﾀ-ﾝ情報を用いて解析する方法と,文法規則による解析のこつの手法を併

用して解析を行っている点である.
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(論文審査結果の要旨)

本論文は,英文契約文書の電子文書化に関する研究について述べたものである.

(1) ｢語の基本形｣の提案‥ ｢語の基本形｣を走義して, ｢基の語｣,｢語幹｣,｢語
の基本形｣のそれぞれから重要語を抽出した. 3種の重要語を使った条項名の推定実験

を行い, ｢語の基本形｣は｢基の語｣の53%のﾃﾞ-ﾀ量で1.06倍の正解率を得ている.

少ないﾃﾞ-ﾀ量で同義の多様なﾃｷｽﾄﾃﾞ-ﾀに柔軟に対応できること,重要語の抽出

に有効な効果を発揮していることを示した.

(2)重要語の走義と重要語の抽出‥技術取引に関する契約書式集に含まれる34種類
の条項における垂要語の-覧を作成し,ﾃｽﾄ用の条文に含まれる条項名の推走実験を

行った.その結果,｢語の基本形｣を用いて85%の正しさで推走できたことを示した.

本研究で作成した重要語が,国際取引における契約文書の条項の内容の推走に,また情

報検索する際のｷ-ﾜ-ﾄﾞとして有用であるとしている.

(3)共起する語のこつ組の関連度:文書の解析に当たって,文法上,複数の係り受け
が考えられる場合に妥当な係り受けを決定するために関連度を導入している.関連度

は,語のこつ組の同時出現回数に,各単語の汎用性の相違を重みとして掛けたものであ

る.その中で,とくに,動詞と名詞の関連度について,他の方法を比較し,提案した方法

が有効であることを示した.

(4)語間の類似度計算とﾌｱｼﾞｲ関係行列を用いたｸﾗｽﾀﾘﾝｸﾞの提案‥類義語
辞書を作成する際の作業量を軽減するために,関連度を用いた類似度計算の提案を行っ

ている.関連度をﾍﾞｸﾄﾙとした内積法によって名詞間の類似度を求めている. 894種

の名詞の類似度を基に894× 894類似関係行列を作成し,ﾌｱｼﾞｲ同値関係を導き, 99

個の同値類を求め,そこから34種の類義ｸﾗｽを作成している.

(5)契約文書における統語構造の抽出‥文書に含まれる構成語句の統語構造,語義,
参照関係などを構造化するために,文法規則と動詞を中心とした抽出ﾊﾟﾀ-ﾝとを併用

して処理を行う統語解析の手法の提案している.それは,等位関係,相関接続の関係な

ど7種類の統語構造の抽出を再帰的に行う方法である.秘密保持条項に出現する57種

の動詞に関する143の抽出ﾊﾟﾀ-ﾝから,条文の長さに関係なく結果が得られること,

出力した結果を見直し修正ができること,解析の精度を上げるために緒規則･ﾃﾞ-ﾀを

抽出できることなどの利点を示している.

本研究は,英文契約書を対象にして,効率の良い情報検索および内容の特徴抽出方式

を確立し,契約文書の電子文書化(構造化)に対する基盤を構築している.提案方式の多
くの部分は-般の英文書にも適用できる汎用性を備えており,学術上,応用上寄与する

ところが多い.よって,本論文は博士(工学)の学位論文として価値あるものと認める･


